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社会福祉法人設立認可

身体障害者授産施設遠野コロニー開所（入所定員30名）

知的障害者授産施設石上の園開所（入所定員 50名）

障害児（者）地域療育等支援事業開始（岩手県の委託事業　平成 18年度まで実施･･･於 石

上の園）

在宅知的障害者自立支援事業（通所事業）開始（遠野市の委託事業　平成 16年度まで実

施･･･於 石上の園）

知的障害児（者）短期入所事業開始･･･於 石上の園

知的障がい者のグループホーム「かれん」開設（入居者４名）

支援費制度に基づく通所事業開始（利用者 20名･･･於 石上の園）

知的障がい者のグループホーム「ほっぷ」開設（入居者５名　翌年４月から６名に増員）

精神障がい者のグループホーム「ステップハウス」の運営参画（入居者８名 平成 22年 10

月より９名に増員）

支援費制度に基づく通所事業定員枠増員（利用者 30名･･･於 石上の園）

日中一時支援事業開始（平成 19年４月からは花巻清風支援学校遠野分教室、平成 24年４

月からは遠野市ふれあいプラザ内に支援の場を拡大）

障害福祉サービス事業所「多賀の里」開所（定員 25名）

地域活動支援センター「わさぴっと」開所（定員 10名　平成 23年４月から遠野コロニー

の従たる事業所として開所）

知的障がい者のグループホーム「くるみ」開設（入居者４名 平成27年４月より５名に増員）

障害者自立支援法による新体系に移行し、「障害者支援施設」として遠野コロニー開所（入

所定員 30名・日中活動支援の生活介護定員 15名・ 就労継続支援B型定員 45名「うち、

わさぴっと 10名」）

相談支援事業所「らいと」開所

多賀の里定員変更（30名）

障がい者のグループホーム「あゆみ」開設（入居者４名）

障がい者のグループホーム「あんず」開設（入居者５名）

障害者自立支援法による新体系に移行し、「障害者支援施設」として石上の園開所（入所定

員 45名・日中活動支援の生活介護定員 35名・ 就労継続支援B型定員 50名）

多賀の里の従たる事業所として「結和」開設（定員 10名）

多賀の里定員変更（35名「うち、結和 10名」）

遠野コロニー日中活動支援の定員変更（生活介護定員 20名・就労継続支援B型定員 40

名「うち、わさぴっと 10名」）

法人の中長期経営計画策定

石上の園日中活動支援の定員変更（生活介護定員 40名・就労継続支援B型定員 45名）

法人設立 40周年記念ロゴマーク制定

社会福祉法人睦会 40年のあゆみ（主なもの）

式典では附馬牛小学校児童の皆さまに、祝賀会では「音工房」、「遠野昔話語り部の会」の皆さまに、合

唱・演奏・語り部をご披露いただきました。また、遠野コロニーの利用者の皆さんが、開所当時に今は亡

き山本精一さん、斉藤政敏さんに作詞、作曲していただいた「遠野コロニーの歌」の合唱を披露しました。

利用者による「遠野
コロニーの歌」合唱

「遠野昔話語り部の会」　　
菊池　玉 様 「音工房」の皆さま

石上の園利用者による
ダンス披露

睦
会
設
立
並
び
に
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
開
所

四
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催
!!

社
会
福
祉
法
人
睦
会
設
立
並
び
に
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
開
所
四
十
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
十
一
月
二
十
五
日
に
あ
え
り
あ
遠
野
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
田
遠
野
市
長
様
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
、
利
用

者
及
び
ご
家
族
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
四
十
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
睦
会
の
発
展
と
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ

た
四
名
、
利
用
者
の
自
立
と
就
労
支
援
の
向
上
に
貢
献
い
た
だ
い
た
二

企
業
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
立
に
向
け
て
努
力
し
就
職

を
成
し
遂
げ
た
二
名
の
利
用
者
の
方
に
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
野
コ
ロ
ニ
ー
開
所
当
時
か
ら
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
月
日
を
振
り
返
っ
て
感
慨
も
ひ
と
し
お
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

☆
感
謝
状
受
賞
者
☆

菊
　
池
　
　
　
伉
　
様

遠
　
山
　
　
　
豊
　
様

安
　
部
　
全
　
一
　
様

佐
々
木
　
　
　
岩
　
様

岩
手
ア
パ
レ
ル
㈱
　
様

ム
サ
シ
電
子
㈱

遠
野
宮
守
工
場
　
様

☆
特
別
表
彰
受
賞
者
☆

佐
々
木
　
秀
　
夫
　
様

佐
々
木
　
ゆ
　
み
　
様
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社
会
福
祉
法
人
睦
会
設
立
並
び
に
障
害
者
支

援
施
設
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
開
所
40
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
地
元
遠
野
市
、
岩
手
県
は
じ
め
関
係

機
関
各
位
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご

支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
法
人
を
代
表
し
て
心
よ

り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
法
人
は
昭
和
52
年
９
月
に
厚
生
省
（
当
時
）

の
認
可
を
受
け
、
翌
昭
和
53
年
４
月
に
身
体
障
害

者
授
産
施
設
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
を
開
所
い
た
し
ま

し
た
。「
障
が
い
者
に
も
働
く
場
を
」
と
い
う
、
故

北
田
鉄
太
郎
氏
の
熱
い
思
い
に
賛
同
し
た
諸
先

輩
方
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
法
人
は
、
現
在
、
２
施

設
３
事
業
所
を
経
営
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
は
度
重
な
る
制
度
改
正
や
社
会
情
勢

の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
機
関
の
ご
指

導
の
も
と
、
役
職
員
の
英
知
を
結
集
し
て
時
代
に

即
し
た
経
営
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
は
、
早
瀬
町
内
市
営
住
宅
の
並
び

に
あ
り
ま
し
た
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
の
老
朽
化
を
解

消
す
べ
く
、
国
道
２
８
３
号
線
沿
い
の
現
在
地
に

移
転
、
新
築
し
、
更
に
充
実
し
た
地
域
に
開
か
れ

た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

遠
野
コ
ロ
ニ
ー
は
現
在
、
入
所
30
名
、
通
所
15

名
の
利
用
者
さ
ん
が
印
刷
事
業
を
メ
イ
ン
に
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
、
軍
手
製
造
、
製
品
加
工
等
の

職
業
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、
一
般
就
労
を
叶
え
た

利
用
者
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
開

所
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
利
用
者
さ
ん
も
高
齢

化
、
障
が
い
の
重
度
化
が
顕
著
に
な
り
、
就
労
支

援
サ
ー
ビ
ス
か
ら
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行

す
る
方
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
法
人
に
と
り
ま
し
て
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

様
々
な
障
が
い
者
団
体
の
会
合
に
参
加
す
る

と
、
ご
家
族
が
必
ず
口
に
す
る
の
が
「
親
亡
き
後

が
心
配
だ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
必
要
と
さ
れ
、
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す

こ
と
は
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
人
生
の
喜

び
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
各
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、「
福
祉
の
ま
ち
遠
野
」の
一
翼
を
担
う
べ

く
鋭
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社

会
福
祉
法
人
睦
会
並
び
に
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
に
対

し
、
尚
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ社

会
福
祉
法
人
睦
会

理
事
長

新
　
里
　
佳
　
子



サービス向上を目指して

昨年末、かねてより建築中であった「日中活動支援棟」が完成いたしました。これは、石上の園が現在、日

中活動支援の一環として行っている「生活介護事業」の障害福祉サービス提供を行うための支援の場です。石

上の園は平成 8年より「精神薄弱者授産施設」としてスタートましたが、以来 20年以上が経過し、その間、障

がい者への施策、法律等も大きく様変わりしております。今までの施設設備では、障がい者のニーズに沿った

サービス提供が難しい状態となっておりましたが、この度の完成により、今まで以上に、障がい者さんの生活

の質の向上が図れるものと期待しております。

待望の日中活動支援棟完成
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就
職
者
の
誕
生

遠
野
市
で
は
、
遠
野
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
就
労
支

援
部
会
・
釜
石
公
共
職
業
安
定
所
共
催
の
も
と
、
昨
年
度

と
今
年
度
に
障
が
い
者
の
就
職
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
障
が
い
者
雇
用
義
務
の
対
象
に
精
神

障
が
い
者
が
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
雇

用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
事
業
所
に
お
け
る
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
求
職
活

動
に
際
し
て
、
情
報
の
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
事
業
所
単
位
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
求
職
者
が

事
業
所
側
に
出
向
く
形
で
面
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
法
人
の
施
設
利
用
者
も
こ
の
相
談
会
に
参
加
し
求
職

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
今
年
度
、
１
か
月
ほ
ど
の
事
業
所

実
習
を
終
え
た
利
用
者
の
望
み
が
叶
い
、
１
名
の
方
の
就

職
が
実
現
し
ま
し
た
。
す
で
に
就
職
し
て
か
ら
９
か
月
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
、
毎
日
元
気

に
通
勤
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
就
職
相
談
会
の
面
談
を
経
て
事
業
所
実
習
に

参
加
し
て
い
る
利
用
者
も
お
り
、
徐
々
に
そ
う
い
う
希
望

を
持
っ
た
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
施
設
と
し
て

は
、
利
用
者
の
意
向
を
尊
重
し
た
形
で
後
押
し
し
な
が
ら

支
援
し
て
お
り
ま
す
。

※
　
遠
野
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
就
労
支
援
部
会
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
祉
施
設
、
商
工
会
、
教
育
・
医
療
・

行
政
等
の
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
障
が
い
者
の
就

労
・
雇
用
を
促
進
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、
現
在
就
労
し
て
い
る
障
が
い
者
が
働
き
続
け

る
方
法
（
困
っ
て
い
る
こ
と
等
）
や
、
障
が
い
者
雇
用

を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
に
対
す
る
助
成
金
等
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
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昭和53年04月

7月

8月

12月

昭和54年08月

10月

昭和55年10月

昭和56年08月

10月

昭和58年04月

平成03年12月　

平成05年04月

平成14年07月

平成15年04月

11月

平成16年02月

８月

平成17年10月

平成18年04月

8月

平成19年06月

9月

平成20年04月

10月

平成25年04月

平成29年08月

平成30年07月

入所定員30名で身体障害者授産施設として開所

授産活動として印刷及びクリーニング事業を開始

利用者自治会「あゆみ会」結成

利用者市内めぐり実施（以後平成９年度まで毎年実施）

クリスマス会実施（以後毎年実施）

納涼祭実施（以後毎年実施・平成19年度からは隔年実施）

附馬牛小学校との交流会実施（以後毎年２回実施）

岩手県内身体障害者授産施設（５施設）交流スポーツ大会実施（以後平成18年度まで毎

年実施）

遠野ライオンズクラブとの交流会実施（以後平成23年度まで毎年実施）

利用者一泊旅行実施（以後平成21年度まで毎年実施）

通所事業開始（定員７名）

御下賜金拝受

通所事業定員を10名に増員

遠野コロニー改築に向けた現代国際巨匠チャリティ絵画展開催（３日間）

措置制度から支援費制度に移行

通所事業定員を15名に増員

岩手県単独事業の身体障害者グループリビング事業開始（入居者３名）

老朽化に伴う遠野コロニー移転改築工事完成

授産活動として空き缶、ペットボトル及び段ボール等の回収による資源再生事業を開始

（事業主体を平成20年度から石上の園に移管）

授産活動として事業所からの受注による製品加工事業を開始

障害者自立支援法施行

授産活動としてちょボラ内に喫茶「カムカム」を開店し配食事業を開始（平成24年３月閉

店）

授産活動として廃食油回収による資源再生事業（BDF精製及び販売）を開始（事業主体

を平成20年度から石上の園に移管）

にこにこ運動会実施（以後毎年実施）

バイキング食実施（以後毎年２回実施）

いしがみ祭（文化祭）参加（以後毎年法人合同行事として実施）

身体障害者グループリビング事業定員枠増員（入居者４名）

赤い羽根共同募金運動街頭募金協力（以後毎年協力）

障害者総合支援法施行

モデル事業所消防訓練研修会

開所40周年記念旅行（仙台うみの杜水族館　日帰り）

遠野コロニー40年のあゆみ

開
所
四
十
周
年
記
念
旅
行

『
仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
』

40 周年記念誌
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（９月９日/石上の園） 

　地域にお住いの障がいをもつ方や民生委員の皆さま 
とニュースポーツを通じ交流を深めました。 

　今年度も「障がい者スポーツ振興助成事業」の助成 
金をいただき、新しいメンバーも加え、県内の各マラ
ソン大会に参加しました。 

（11月15日/遠野コロニー・多賀の里） 

睦会だより　2015/7 ｜ ６
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趣　　味　子供の追っかけ・市民マラソン大会に出る事

特　　技　シフォンケーキ焼けます

【一言】

平成 30年３月より遠野コロニーの生活支援員とし

て勤務しております。何もかも初めてのことばかりで、

戸惑うこともたくさんありますが、先輩職員の皆さんに

支えられ働くことができております。また、とても元気

が良く楽しい利用者の皆さんにも助けてもらうことが

多く、大変ありがたいことだなと日々感謝しています。

微力ではありますが、利用者の皆さんの頼れる存在の１

人になれるようこれからも頑張っていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。

遠野コロニー　生活支援員

小水内　恵（43歳）

こみずない・めぐみ

趣　　味　読　書

特　　技　特になし

【一言】

平成 29年２月に作業指導員として遠野コロニーの

クリーニング科に配属され、同年４月より石上の園の農

産園芸科に異動し、現在はクリーニング科にて作業をし

ております。

作業はリネン類などの配達、回収などを主にしてお

り、日中は利用者さんを助手席に乗せて運転する機会が

多いので常に安全運転を心掛け、作業を行っておりま

す。今後も利用者さんに作業しやすい環境をつくってい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

石上の園　作業指導員

多田　順也（41歳）

ただ・じゅんや

職員
紹介

あ り が と う ご ざ い ま し た ご奉仕くださった皆さま
（平成 30年７月～平成 31年１月）
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野
間
の
開
通
が
３

月
３
日
と
聞
き
、
石
上
の
園
の

利
用
者
が
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
開
通
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
た
に
開

通
す
る
区
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
情

報
を
得
た
か
ら
で
す
。

遠
野
〜
宮
守
間
の
開
通
の

際
に
も
、
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
石
上
の
園
の
利
用

者
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
12

月
の
寒
い
時
期
の
開
催
で
し

た
が
、
寒
さ
に
も
め
げ
ず
に
全

員
完
歩
、
完
走
し
ま
し
た
。

石
上
の
園
で
は
、「
チ
ー
ム

石
上
」
と
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マ
ラ
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ン
メ
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バ
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を
組
織
し
て
お
り
、
遠
野

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
の

ほ
か
県
内
の
各
種
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
10

㎞
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・
５
㎞
走
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
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ん
で
い
ま
す
。
大

会
が
近
付
く
に
連
れ
て
、
練
習

に
も
熱
が
入
っ
て
き
ま
す
。

今
回
の
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離

は
11
㎞
程
と
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き
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こ
り
ゃ

あ
練
習
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な
き
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と
、
今
か
ら
張
り
切
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て
い
ま

す
。

エフエム岩手「私と家族の作文コンクール２０１８」入賞！！
・・・遠野コロニー利用者　 松 田 雄 一（まつだゆういち）さん・・・

エフエム岩手が主催した作文コンクールの「一般の
部」において、松田雄一さんが佳作を受賞されました。
昨年度のいしがみ祭で意見発表した作文を応募した
もので、「夢は、家業である文具店『南部屋』が続くこ
とと、お母さんが元気でいること。南部屋の息子とし
て頑張って生きていこうと思う。」と綴りました。11
月 18 日にはサンセール盛岡を会場としておこなわれ
た表彰式に出席し、賞状をいただいてきました。賞状をもち、記念撮影


